

































































Sphingomonas sp. Al株は4種類のアルギン酸リアーゼ(AI-I， Al""I， AI-III， AI-IV)を有する。





















そこで¥本研究課題では、命bingomonassp. Al株のエンド型アルギン酸リアーゼ(AI-I， Al-II， 

























テーマjを理解する重要な意義を持つO また、アルギン酸リアー ゼ、八ムアセチノレー D-グルコサミン-
































AI-0→ AI-1 + Peptide (5kDa) 















多く含むタンパク質である。 Al-II1は、多糖リアーゼ、ファミリ~ PL-5に分類され、 s-脱離反応に

























るため、多糖リアーゼファミリー PL-8に分類される BacjJlussp. GLl株由来キサンタンリアーゼ
の高次構造を決定した。キサンタンリア」ゼは、 α5/α5バレル構造を形成するN末端側α ドーメイ
ンと 5枚の逆平行s-シート構造を形成するC末端側。ードメインから構成されていた。一本のペ
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